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 掲載にあたって 
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図表－1 大学・学生類型と初年次教育の各要素の内容 
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になってくる。第 2 章では、その点を取り上げる。 
 






















 第２節 初年次教育の内容 
 初年次教育では、さまざまな取り組みを融合的にやっていくわけであるが、その内容は３
つの要素にまとめることができると考えている。第１が初年次カリキュラム、第２がオリエ
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ンテーション、第 3 が、カリキュラム外学生サポートである。 
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第３章 ゼミナールの学習階梯と 2年次ゼミナールの位置づけ 
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Ⅱをつなぐものとして設定されているのだが、問題は「つなぎのプレゼミ」にどういう意味
を持たせるか、である。 
 この課題を検討する前に、「基礎ゼミナール」の考え方について 2 点確認しておきたい。 
 
第 2節 基礎ゼミナールの考え方 
(1) 基礎ゼミナールの２つのポイント 
















































































第 4節 専門プレゼミナール（２年次）の位置づけと内容 


















































































（平成 21 年 2 月 24 日受付） 
 
